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■ 全数把握疾患報告

報告数
累積

報告数
報告数

累積
報告数

報告数
累積

報告数

3 91 19 420 275 6,557

1 20 1 56 63 754

1 1 1 5 2 73

1 14 4 53 25 830

1 14 1 41 32 1,019

4 70 24 348 222 5,897

■ 定点把握疾患報告数

報告数
定点

当たり

定点
当たり
(前週)

報告数
定点

当たり
報告数

定点
当たり

新型コロナウイルス感染症 150 4.29 4.77 867 4.38 19,719 3.99

インフルエンザ 10 0.29 0.14 36 0.18 861 0.17

ＲＳウイルス感染症 48 2.00 1.33 283 2.36 4,308 1.37

咽頭結膜熱 17 0.71 0.58 99 0.83 2,798 0.89

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 119 4.96 5.79 916 7.63 15,322 4.87

感染性胃腸炎 168 7.00 6.75 686 5.72 15,276 4.86

水痘 12 0.50 0.17 36 0.30 671 0.21

手足口病 184 7.67 6.04 767 6.39 12,037 3.83

伝染性紅斑 1 0.04 0.08 6 0.05 270 0.09

突発性発しん 9 0.38 0.63 56 0.47 1,062 0.34

ヘルパンギーナ 18 0.75 0.83 72 0.60 2,024 0.64

流行性耳下腺炎 1 0.04 0.08 13 0.11 215 0.07

急性出血性結膜炎 0 0.00 0.00 1 0.04 25 0.04

流行性角結膜炎 0 0.00 0.17 2 0.08 569 0.82

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 12 0.02

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 1 0.07 19 0.04

マイコプラズマ肺炎 1 0.50 0.00 10 0.67 120 0.25

クラミジア肺炎 0 0.00 0.00 0 0.00 2 0.00

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 0.00 1 0.07 16 0.03

梅毒

Ａ型肝炎

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症

劇症型溶血性レンサ球菌感染症

病名

北九州市感染症発生動向調査感染症週報
令和６年第２４週（令和６年６月１０日～令和６年６月１６日）

結核

腸管出血性大腸菌感染症

北九州市 福岡県 全国（前週）

　第２４週の定点あたりの報告数は、手足口病7.67（警報レベル）、感染性胃腸炎7.00といずれも先週より増加
しています。手足口病は口の中や手のひら、足に水疱が出来るウイルス感染症で、この病気にかかりやすい年齢
層の乳幼児が集団生活をしている保育施設や幼稚園などでは注意が必要です。流水とせっけんによる手洗いを
し、タオルは共用しないようにしましょう。おむつを交換する時には、排泄物を適切に処理し、しっかりと手洗い
をしてください。
　また、梅毒の報告が４件あり、累計７０件となりました。梅毒は、主に性的な接触（他人の粘膜や皮膚と直接接
触）により感染します。早期に発見し、早期に治療できるよう、少しでも不安のある方は、検査を受けましょう。

※全国のデータについては、更新時期が北九州市および福岡県の翌週となるため、前週の情報を掲載しています。
○北九州市感染症情報ホームページ(https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18300149.html)もご参照下さい。

病名

北九州市 福岡県 全国（前週）

※データは速報値として公開するものであり、後日修正される場合があります。
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